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2019 年度 第７回 千葉県支部役員会 議事録 

 

日 時：2019 年 11 月 9 日（土） 18：00～20:00 

場 所：千葉市民活動支援センター 談話室 

 

１．幹事出席状況確認（□出席、△欠席・委任状提出、■欠席）  

□川畑真一支部長、□秋田義一、△秋元英郎、△板谷真積、△今住則之、△大柳規幸、△太田望斗、△

岡部信也、□岡部政美、□河北慶介、△木村敏弘、□熊田成人、□志澤達司、■進藤秀明、□竹田雅美、

□西田 宏、□尾頭 誠、△保坂俊雄、□松井隆、□松本洋一、△向原文典、□山村央、□山本陽一  出

席オブザーバー： 小波盛佳 

以上、委任状提出者も含め計 22 名（出席 13 名、委任状提出 9 名）の幹事が出席し、支部役員会は成立。 

 

２．議事概要 

［審議事項］ 

（１） 役員会議事録の作成について 

議事録作成書記は河北幹事、議事録署名人は山村幹事及び尾頭幹事が指名・承認された。 

 

（２） 2019 年度第 6 回役員会議事録（案）の確認（資料 7-1） 

広報委員会会報 10 号で「GPS 機能付きのアプリの紹介を掲載予定」⇒「予定」を削除、原案通り承 

認された。議事録（案）の（案）を削除し、HP に掲載する。 

 

【委員会・チーム活動報告】 

（３） 川畑県支部長報告(資料 7-2) 

① 10/30、千葉産業人クラブ産学連携シンポに参加 

・協力の機械学会千葉支部の大学・高専の教授・准教授 9 名が得意分野への技術相談を受けると PR 

 ・千葉県商工労働部課長から、理科系大学中退者はアルバイトでなく中小企業で働いてほしいとの意見 

② 11/2 千葉大学創立 70 周年記念シンポジウムに参加 

・千葉大学は、2020 年から全員留学、21 世紀のリーダー育成を目指すなど、大学のイノベーションを目指

している。千葉日報社でも毎月新アイデアを出し合うなどの取り組みの紹介があった。 

   ③ 10/29 統括本部に、県支部への入会方法を合格者に明示するよう提案。今後千葉県支部も WEB サイト

に記載する。 

   ④ 10/21 NMR パイプテクターに関して本部のヒアリング 

   ⑤ 今後の予定及び 2019 年度第 5 回役員会の宿題事項についての検討状況について意見交換した。 

 

（４） 千葉県支部のＨＰ問題に関する対応の検討について(依頼) (川畑県支部長 資料 7-3) 

   ① 本部総務委員会委員長からの NMR パイプテクターに関する依頼について(11/7 付)の説明があった。 

来年 1 月中旬までに報告するように求められている。 

 

(5) 総務委員会報告（山本委員長）  

① 2019 年度活動組織図 (資料７-4)  について承認された。支部長から本部に報告する。 

② 千葉県支部のパンフレット(2019 版)（資料 7-5）の内容を確認、500～600 部を印刷することで承認され

た。 

 

（6） 企画委員会報告（熊田委員長） 2019 年度 CPD 予定・実績(資料 7-6) 

① 第 77 回（10/25） 先代南極観測船しらせとサッポロビール園見学は大雨の中で参加者は 17 名。 
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雨天時等で交通機関に混乱が予想される場合、イベント開催の対応は注意したい。 

② 第 78 回（11/15 県内 4 団体合同勉強会（千葉工大））は首都大学特任教授の小泉 明氏「水道システム

について」の講演、現時点での支部参加者は 22 名。 

③ 第 79 回（11/20 建設部会・千葉県支部合同講演会（ホテルプラザ菜の花））（講師 千葉県県土整備部

渡邉浩太郎次長とＪＲ東日本コンサルタンツの石橋忠良技術統括）の参加者は現在 32 名、同報メール

等で周知する。 

④ 今年度内予定の第 80 回～第 83 回講演会・工場見学は承認された。また、来年度の企画案を議論し

た。 

 

（7） 産官学連携チーム（松本サブチームリーダー） 第 6 回チームミーティング議事録（資料 7-7） 

① 10/19 第 6 回チームミーティング開催、議事録にて報告。 

千葉工大との連携に向け仁志教授に近々挨拶に伺う予定 

   ② ＰＦ事業（省エネ相談プラットフォーム）の千葉の実績はないが、国から補助金が出るので、千葉県支部

のＨＰ等でＰＲしたい。 

   ③ 今後中小企業支援センターや千葉県産業振興センターと、企業支援チームと相談しながら協議する。 

 

（8）  防災支援チーム（秋田幹事） （資料 7-8)  

① 千葉県士業連絡会会合(11/19 弁護士会の講堂）で台風 15 号、19 号、21 号災害に対する各団体の活

動の総括と情報共有を図る。長期的なスパンの活動となる。 

② 活動費 40 万円の活用方策については次回役員会までに提案する。 

③ 本部の野村防災支援委員長と面談し、意見交換する予定である。 

④ 10/26 鎌ケ谷のマンション自治体から、昨年に続き防災講演の要請があり､講演した。 

 

（9） 科学教育支援チーム（西田チームリーダー） チーム活動報告（10 月 20 日以降）(資料 7-9)  

① 八県支部理科支援活動情報交換会(第 3 回 10/30 機械振興会館) 

Raspberry Pi（IoT システム構築体験演習）技術士会内サークルを立ち上げ、中小企業や中高生科学教

材に活用展開する予定。また、11/25 第 4 回理科実験事例発表大会（科学技術振興支援委員会主催：

機械振興会館）などを通じて、技術士内の認知・アピールを図りたい。 

② 京葉工業高校文化祭(11/2)に無電源ラジオ製作を初出展 

③ 恒例の小中高生理科研発発表会(CCSS Festival 11/9 千葉市立千葉高)に県支部から指導助言者とし

て 7 名が参加、発表内容に対するアドバイスを行った。  

   ④ 今後、秀明大学(大山光晴教授)との教育支援・連携の意見交換会、及びその他企画を検討中。 

 

(10)  その他 

① 山本総務委員長より、来年 1 月の役員会は 11 日に予定していたが、第 81 回 CPD の日程と重なったた

め 18 日（土）に変更する。 

 

以上 

 

［配付資料］ 

（資料 7-1）2019 年度 第 7 回 千葉県支部役員会議事録（案) 

（資料 7-2）支部長報告  

（資料 7-3）千葉県支部のＨＰ問題に関する対応の検討について(依頼) 

（資料 7-4）総務委員会資料 2019 年度活動組織図 

（資料 7-5）千葉県支部のパンフレット修正案(2019 版) 

（資料 7-6）企画委員会資料 2019 年度 CPD 予定・実績 
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（資料 7-7）産学官連携チーム活動報告 

（資料 7-8）防災支援チーム 

  (資料 7-9）科学教育支援チーム活動報告（10 月 20 日以降） 

 

 

議事録作成者                     河北 慶介 

議事録署名人（署名捺印省略）      川畑真一 

山村 央  

尾頭 誠 

 


